
測　定　日

測定場所

測定機関
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空間放射線量率

（μSv/h）
放射性セシウムの濃度

（Bq/Kｇ)
対　応

対応後の空間放射線量
率

（μSv/h）

①　グラウンド 増加なし ― 不　要 バックグラウンド

②　テニスコート 増加なし ― 不　要 バックグラウンド

③　バレーコート 増加なし ― 不　要 バックグラウンド

④　体育館前階段 増加なし ― 不　要 バックグラウンド

⑤　通路（アスファルト） 0.1 ― 放置（対応不可、再測定） バックグラウンド

⑥　玄関庭 増加なし ― 不　要 バックグラウンド

⑦　校舎屋上（排水口） 0.6 67169 除　染 バックグラウンド

⑧　校舎屋上（排水口以外） 増加なし ― 不　要 バックグラウンド

⑨　講堂屋上 増加なし ― 不　要 バックグラウンド

鶴見大学附属中高等学校放射能汚染測定

平成23年10月12日

鶴見大学附属中高等学校

鶴見大学歯学部RI研究センター

空間放射線量率 GMｻｰﾍﾞｲﾒｰﾀｰ　

測　定　結　果 対　　　応

放射性セシウムの濃度 COBRA  AUTO-GAMMA

空間放射線量率 対象物から2cm以内の位置で測定

１）空間放射線量率が　0.2（μSv/h）以上増加し、かつ試料採取が可能な場所について放射性物質の濃度を求めた。
２）放射性ヨウ素については、放射性物質の横浜方面への飛散は、3月20、21、22、23日に確認されているが、それ以後殆ど検出されていない事、
　　福島原発事故後７ヶ月経過して約1000万分の１に減衰していることから、放射性物質の濃度については放射性セシウムについてのみ算出した。

放射線測定器

測定方法

　　バックグラウンド：　福島原子力発電所の爆発事故以前の自然放射線による空間放射線量を意味する。

空間放射線量率の測定結果について
１）空間放射線量率については、福島原発事故前の空間放射線量率（自然放射線）に対して増加した量を記載している。
２）「増加なし」は、事故前と同じ空間放射線量率であることを意味している。
３）対応後の空間放射線量率は、平成24年1月20日に再測定した結果を示している。

放射性物質の濃度測定について

放射性セシウムの濃度 測定時間：10分間

＜　測　定　結　果　と　対　応　＞




